
【第３号議案】 令和５年度事業計画報告の件 

令和５年度・事業計画 
 

１．活動の基本方針 

 

一.公益社団法人として、また、健全な納税者団体として、事業の公益性を常に高めながら、会員増強の

推進に繋がるよう組織の拡大を図る。 

 

一.適正、公平な税制と租税負担の合理化を図るため、全国法人会総連合を通じ、政府及び国会に対し

強力な要望を行い、その実現を期す。 

 

一.税務当局との相互信頼を保持しつつ、税務行政の円滑な運営に協力をし、もって申告納税制度の発

展に寄与する。 

 

一.租税負担の合理化を図り、自主申告体制を確立するため、e－Tax、eLTAXの利用促進に努める。 

 

一.経営の合理化、生産性の向上を図り、経営･経理・労務に関する研修会・講習会やセミナーを開催する。 

 

一.地域企業の健全な発展と地域社会への貢献を目的とする事業の実施にあたっては、引き続き感染

予防に努め、様々に工夫を凝らしながら以下に掲げる諸施策に取組む。 

 

 

２．重点施策 

 

一.納税意識の向上と税知識の普及に資するための施策（研修事業）の推進 

 

一.納税意識の高揚及び公益事業（社会貢献活動）の推進 

 

一.共益事業（厚生事業）及び福利厚生制度普及の促進 

 

一.組織の充実・強化（会員増強活動）の推進 

 

 

 

 

 

 



３．各委員会及び支部・部会の重点施策 

 

【総務委員会】 

⑴総務委員会関係・重点施策 

①法人会会計の総括的基準に沿った会務の運営に努め、共益費の削減、事業内容の見直し 

等により、公益性を高める事業活動の充実を図り、活性化した法人会活動を展開する。 

②公益認定後の会活動の充実と組織の活性化を図るため、会事業への積極的な参画と、次 

代を担う次期役員の発掘に努める。 

 

⑵委員会開催について 

①日時：令和５年４月 20 日（木）10：30～ 中野法人会館 

②日時：令和５年７月○日（○）10：30～ 中野法人会館 

③日時：令和５年１０月○日（○）10：30～ 中野法人会館 

④日時：令和６年３月○日（○）10：30～ 中野法人会館 

 

⑶理事会開催について 

①日時：令和５年５月９日（水）17：00～ 中野サンプラザ１１階アネモルーム 

②日時：令和５年９月６日（火）17：00～ 中野セントラルパークカンファレンス 

③日時：令和５年１１月２４日（金）16：00～ 中野セントラルパークカンファレンス 

④日時：令和６年３月２１日（木）17：00～ 中野セントラルパークカンファレンス 

 

⑷常任理事会開催について 

・日時：令和５年６月２２日（木）16：00～ 中野サンプラザ 

 

⑸第１２回通常総会 

・日時：令和５年６月８日（木）16：00～ 中野サンプラザ 13 階コスモルーム 

・懇親会は行わない。 

 

⑹e-Tax、eLTAX、マイナンバーカードの推進 

・税制税務委員会及び総務委員会が主体となって推進する。 

 

 

 



【組織委員会】 

⑴組織委員会関係・重点施策 

①会員の減少傾向に歯止めをかけるため、「会員増強」を最重要課題として、全会一丸となって取 

り組み、支部役員、特に地区長、受託三社を中心に、一人一人が率先して地域企業との接触の機

会を捉え、より一層の新規会員の確保に努める。 

②社会の状況を見ながら、未加入法人に対しては、１０月の強化月間に案内を郵送する。 

また、７月・３月の生活習慣病健康診断の案内を未加入法人に対して郵送するなど、工夫して取組

む。 

 

⑵委員会開催について 

①日時：令和５年７月○日（○）10：30～ 中野法人会館                       

②日時：令和５年１０月○日（○）10：30～ 中野法人会館                       

③日時：令和６年３月○日（○）10：30～ 中野法人会館 

 

⑶地区長合同会議及び新入会員特別交流会 

①地 区 長 合 同 会 議 日時：令和５年９月６日（水）17：50～ 中野セントラルパークカンファレンス 

②新入会員特別交流会 日時：令和６年３月２１日（木）18：00～  中野セントラルパークカンファレンス 

 

⑷令和５年度・新規会員獲得目標 

・各支部＝２０社 

 

⑸地区長制について 

・基本的には組織委員が地区長として、尽力して頂く。 

※第６支部（東中野）は、組織委員以外の方も、地区長が継続して地区長として活動する。 

 

⑹未加入法人名簿に関して 

・８/２４の地区長会議で再度検討しますが、未加入法人に対しては、昨年同様に法人会の 案内を郵送す

る方向性である。また、７月と３月の“生活習慣病健診の案内”を、未加入法人にも郵送し、勧奨を促す。 

 

 

 

 

 

 



【厚生共益事業委員会】 

⑴厚生共益事業委員会関係・重点施策 

①各種共済保障制度等の構成事業が、会務運営の大きな収入源であることを認識し、広く現行の福

利厚生制度の一層の周知に努める。 

②経営支援サービス・会員サービス事業の普及･利用促進を図り、企業の健全な発展に貢献する。 

③会員を対象とした、「無料法律相談」の一層の利用拡大を図り、身近で気軽な会社・個人の問題解決

に資する。 

④「チャリテイゴルフコンペ」「ボウリング大会」「日帰りバス研修会」を実施し、会員同士の親睦を図る。 

⑤社会の状況を見ながら、管内の異業種事業経営者同士の情報交換の場として、「交流会（懇親会）」

を開催する。経営のノウハウ、事業展開のヒントの機会を提供し、併せて、 

 法人会の存在をアピールする。（組織委員会と共催で実施する。） 

 

⑵委員会の開催 

・７月 日、１０月 日、３月 日 

・何れも受託三社との連絡協議会を行う。 

 

⑶令和５年度助成金 

 ・全法連助成金 14，613，500 円 

 ・全体保険料の５％が各単位会に手数料収入として入る。（毎月分割で送金される） 

 

⑷具体的な事業計画 

 

Ⅰ公益事業等を補完するための収益を得る事業 

①自動販売機の設置事業 

・公益事業等を補完するための収益を得る事業として、キリンビバレッジ自販機設置運 

 営事業を行う。 

 

②生活習慣病健診の普及事業 

・中野税務署管内の法人経営者、従業員を対象に、健康の維持向上を目的として、年２回 

 実施する。地域企業の福利厚生制度の充実と経営の安定化のため普及推進に努める。その案内・周

知に係る貢献の対価を一般財団法人全日本労働福祉協会より受け取る。 

・７月１８・１９・２０・２１日及び令和６年３月に開催。 

・会場は中野ゼロ小ホールに変更。 

 

③PET―CT がんドッグ健診の普及推進 



・中野税務署管内の法人経営者、従業員を対象に、健康の維持向上を目的として、随時実 

 施する。地域企業の福利厚生制度の充実と経営の安定化のため普及推進に努める。その案内・周知

に係る貢献の対価を総合東京病院より受け取る。 

 

④ミツウロコ電気斡旋の推進（受託会社：ユニバーサルファミリー） 

 

Ⅱ会員の交流・福利厚生に資するための事業 

① 新年賀詞交歓会 

・1/11 開催 中野セントラルパークカンファレンス 

 

②理事会、監査会、委員会、支部役員会、部会役員会 

・第１２回通常総会…6/8 

・理事会…5/9、9/6、11/24、3/21 

・常任理事会…6/22 

・監査会…4/20、8/21，11/21、2/21、3/21 

・総務委員会…4/20、7/ 、10/ 、3/  

・組織委員会…7/ 、10/ 、3/  

・厚生共益事業委員会…7/ 、10/ 、3/  

・公益事業委員会…7/ 、10/ 、3/  

・税制税務委員会…7/ 、12/ 、3/  

・広報委員会…7/ 、9/ 、11/ 、1/ 、3/  

・支部役員会…９月と２月に開催予定 

・青年部会第４３回定時総会…4/7 

・青年部会役員会…8/ 、11/ 、3/  

・女性部会第４２回定時総会…4/3 

・女性部会役員会…7/ 、9/ 、11/ 、3/  

 

③青年部会ゴルフ会 

・9/ 親睦チャリティゴルフコンペ 

・3/ 親睦チャリティゴルフコンペ 

 

④青年部会ボウリング大会 

・10/ 親睦ボウリング大会 

 

⑤部会企業交流会 

・青年部会…4/ 、9/ 、10/ 、12/ 、2/  研修会後交流会を開催 

・女性部会…7/  谷村新司チャリティーコンサート  12/ 懇親会 

 

⑥支部企業交流会 

・９月末までに計画書を提出する 

 



⑦経営者大型保障制度の普及推進（案内・周知） 

・経営者や従業員の病気・事故による死亡・高度障害・入院等を国内外を問わず保障する 公益財団

法人全国法人会総連合の制度であり、地域企業の福利厚生制度の充実と経営の安定化のため普及

推進に努める。 

 

⑧経営保全プランの普及推進（案内・周知） 

・企業の様々なリスクをサポートする「ハイパー任意労災」、「個人情報漏洩対策プラン」、  

 「地震対策プラン」からなる公益財団法人全国法人会総連合の制度であり、地域企業の 

福利厚生制度の充実と経営の安定化のため普及推進に努める。 

 

⑨がん保険制度の普及推進（案内・周知） 

・「法人会がん保険制度」「法人会医療保険制度」「個人のための保証制度」からなる公益 

 財団法人全国法人会総連合の制度であり、地域企業の福利厚生制度の充実と経営の安 

 定化のため普及推進に努める。 

 

⑩貸倒保証制度（取引信用保険）の普及推進（案内・周知） 

・会員企業の取引先の法的な倒産、もしくは、遅延の発生等により売上債権が回収できなくなった場

合、会員企業が被る損害の一定部分をカバーする一般社団法人東京法人会連合会の制度であり、

地域企業の福利厚生制度の充実と経営の安定化のため普及推進に努める。 

 

⑪会員のための福利厚生制度 

・9/    日帰りバス研修会 

・10/18 法人会全国大会群馬大会特別研修会 

・11/   第９回チャリティゴルフコンペ 

・2/    第９回親睦ボウリング大会 

・3/26   新入会員特別交流会 

 

⑫無料法律相談 

・4/5、5/1、6/1、7/3、8/1、9/1、10/2、11/1、12/1、1/5、2/2、3/1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【公益事業委員会】 

⑴公益事業関係・重点施策 

①法人会の基本理念に沿って、税法を中心とした研修会を実施するほか、経営者のための時期に応

じた研修会を開催し、会員相互の自己啓発の支援を柱とする事業の強化に努め、広く一般の地域

企業の参加も見据えた研修会の展開を諮る。 

当会に於いては、他委員会、特に税制税務委員会・青年部会・女性部会と連携し合いながら推進に

努める。 

②税法、経営、経理に関する講習会、説明会などを頻繁に開催し、地域企業従業員の資質向上にも役

立つ研修事業に配意し、関連資料や参考書の作成、配布を行う。 

③税知識の普及を目的とした「生徒・児童等への租税教育の実施」及び納税意識の高揚を目的とした

「絵はがきコンクール」の他、地域イベントでの「税金クイズの実施」等、地域の社会貢献活動への積

極的支援に努める。 

④東京都への「地球温暖化対策報告書」の提出を推進し、法人会の財政基盤の確保に寄与する。 

⑤他団体の事業を協力して行い、社会貢献活動を展開するとともに、法人会の知名度アップに努める。 

 

⑵委員会の開催 

・７月 日、１０月 日、３月 日 

 

⑶具体的な事業計画 

【公１】税知識の普及と納税意識の高揚並びに税の提言に関する事業 

⑴税知識の普及を目的とする事業 

①新設法人説明会（６回開催予定）会場：法人会館２階会議室又は中野税務署別館 

  講師：東京税理士会中野支部税理士様及び中野税務署審理担当官様 

５月 1８日、７月６日、９月７日、１１月９日、１月 1８日、３月１９日 

 

②決算法人説明会（１０回開催予定）会場：法人会館２階会議室又は中野税務署別館 

講師：中野税務署審理担当官様 

４月１９日、５月１７日、６月２１日、７月５日、８月１６日、９月５日、１０月１1日、１２月１３日、 

１月１７日、３月1８日 

 

  ③租税教室 

４月、５月、６月、７月他随時 

 

  ④法人税・消費税申告書の書き方説明会（４回開催予定）於：法人会館 

講師：中野税務署審理担当官様  

４月４日、６月６日、１０月３日、２月６日 



 

  ⑤女性部会税務研修会 

・4/3「演題：令和５年度・税制改正」講師：中野税務署 片山審理上席 

・9/ 役員懇談会、署の幹部の皆様との意見交換会 

・10/ 女性部会共催によるオンラインセミナー、講師： 副署長様及び 上席 

 

⑥青年部会税務研修会 

・4/7「演題：令和５年度・税制改正」講師：中野税務署 片山審理上席 

・9/ 署の幹部の皆様との意見交換会 

・10/ 青年部会共催によるオンラインセミナー、講師： 副署長様及び 上席様 

・12/ 内部講師よる研修会 講師： 

・2/ 「演題：租税教室講師養成講座」講師：渋谷税務署 広報公聴官様 

 

⑦支部税務研修会 

オンラインセミナー（２回開催予定）会場15名枠+基本的にはＷＥＢ 

・春（５月１２日及び１５日）税務研修会「演題：令和５年度税制改正」 

講師：中野税務署・片山審理上席様               

・秋（１０月１３日及び１６日）副署長講話及び税務研修会「演題：未定」 

講師：中野税務署   副署長様   審理上席様 

 

⑧第３１回法人税実務講座・第３２回源泉所得税実務講座 

第31回法人税・第32回源泉所得税実務講座」（１回開催予定）於：署別館2階会議室 

  開催日：１０月２６日（木） 講師：中野税務署 審理担当上席様 

 

⑨署長講演会 

開催日：令和６年１月１１日（木）演題：「  未定  」 講師：中野税務署長様 

 

⑵納税意識の高揚を目的とする事業 

①中野にぎわいフェスタでの税金クイズ 

・11/11・12 青年部会主催小中学生税金クイズ 

 

②「税を考える週間」及び「確定申告期間」の広報活動 

・毎年１１月の税を考える週間と、毎年２月の確定申告期間に JR 中野駅頭において広報用ティッシュ

を配布。 

 

③税の絵はがきコンクールの表彰 

・女性部会主催 第１４回税の絵はがきコンクール、12 月 日表彰式 

 

④税に関する作文の表彰 

・12 月 日納税貯蓄組合連合会との共催による中学生の税の作文コンクールの表彰式 

 



⑤税に関する川柳コンクール 

・税制税務委員会主催による第１２回税に関する川柳コンクール 

 

⑥地域イベント参加税金クイズ 

・４月１日～２日「第３７回・中野通り桜まつり」（対象500名）中止 

・５月２８日第47回中野区わんぱく相撲大会」税金クイズ（小学生500名対象） 

  ・８月 日「鷺宮盆踊り」小・中学生対象の“税金クイズ”（対象：150名） 

・８月 日「鍋横夏祭り」小・中学生対象の“税金クイズ”（対象：200名） 

・８月 日「川島夜店市」小・中学生対象の“税金クイズ”（対象：150名） 

・９月 日東法連･青連協第４ブロック税金クイズ：愛児の家 

・９月 日「中野・氷川神社祭礼」小・中学生対象の“税金クイズ”（対象：100名） 

・１０月 日「野方地区まつり」小・中学生対象の“税金クイズ”（対象：150名） 

・１０月 日「丸山塚子供ﾜｲﾜｲ広場」小・中学生対象の“税金クイズ”（対象：150名） 

・１１月 日「上高田子供まつり」小・中学生対象の“税金クイズ”（対象：150 名） 

・１０月 日「東中野地区まつり」協賛のみ 

 

⑦ホームページ及び広報誌による税情報の発信 

・ホームページでは各種研修会、講習会の開催要領を掲載し、広報誌“なかの”は年５回、１回あたり 

2，000部発行し、中野税務署提供の国税に関する情報、改正事項等の掲載を積極的に図る。 

 

⑶税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業 

①税制改正の提言及び提言書の関係機関への提出 

・法人会全国大会（10/18 群馬大会）で発表された税制・税務に関する提言を、国会議員及び区長並

びに区議会議長に提出。 

 

②全国青年の集い 

・１１月１０日第３７回全国青年の集い（山形） 

 

③全国女性フォーラム 

・４月１３日第１7 回全国女性フォーラム（愛媛） 

 

④中野税務懇談会での連絡会議 

・４月１４日、６月９日、８月 日、１０月 日、１１月 日、１月 日 

 

⑤中野租税教育推進協議会での連絡協議会 

・６月５日中野区租税教育推進協議会懇談会（会場：中野税務署別館会議室） 

 

【公２】地域企業の健全な発展に資する事業 

 

①初歩の簿記講習会 



・６月 12・13・14・15・16 日 第４６回初歩の簿記講習会 

講師：東京税理士会中野支部 吉田信康先生 

 

②経営者のための実務セミナー・講演会 

・6/2、6/4 経営塾第一弾“税制改正” 講師：齋藤英一先生 

・7/12 日第５回はじめてのパソコン会計入門（弥生会計）講師：吉田信康先生 

・7/13 初心者向けスマートフォン･LINE 講座（中野区との共催） 

    ・7/14 パソコン会計入門（PCA 会計）講師：中川樹一郎先生 

・11/2 経営塾第二弾“年末調整” 講師：（源泉所得税）源泉審理上席様 

  ・11/16 経営塾第三弾“法律セミナー 講師：宮川弁護士 

  ・2/７経営塾第四弾“確定申告” 講師：（個人）審理上様 

・2/13経営塾第五弾“事業承継”講師：齋藤英一先生 

 

【公３】地域社会への貢献を目的とする事業 

 

  ①地球温暖化対策への取組み活動 

・地球温暖化対策報告書制度の提出 

 

②健康セミナー 

・6/22 第２４回健康セミナー 演題：「   」 講師：石原新菜氏 

 

③税を考える週間特別企画 

・11/24 “税を考える週間”秋の特別講演会 演題：「   」 講師： 

 

④健康経営宣言書の提出 

・「企業の活力向上がもたらす税収の増加」と「適切な医療利用による医療費の適正化」の 

実現に向けて、積極的に展開していく予定。 

 

⑤いちごプロジェクト 

・2011 年からの取組で、節電目標が１５％だった事からいちごと名付け、電力の供給不足 

が懸念されるなか、オリジナルうちわの作成等ご家庭での節電行動を広く訴 

える活動を行っております。 

 

⑥食品ロスへの取組み 

・懇親会等での『３０・１０運動』の実践 など 

 

⑦薬師駅前環境美化キャンペーン 

・６月と１ １月に開催予定 

 

⑧社会を明るくする運動駅頭ＰＲ活動 

・７月 １日を中心に開催予定 



 

⑷令和４年度地域社会貢献賞の件 

①令和５年６月８日通常総会の席上で顕彰する。 

②候補者一覧（3/20正副会長会で決定いたしました） 

・木村栄大郎様、矢島友伸様、宮治誠人様、濱 利仁様、川村能正様、髙野允雄様、 

新井建喜様、滝口 智様、平澤良二様、阿部豊太郎様、 

渡邉寛和様、根本香織様、吉永喜淵様、米持大介様、佐野哲平様、加藤信行様、 

鳥居憲太郎様、内山翔人様、大滝雄介様、竹井 浩様、小高龍一様、 

大島昭子様、髙野郁子様、深澤久子様、遠藤めぐみ様、平澤多香子様、田畑喜久子様、 

松原美紀子様、清水和美様、阿部智子様、山田ゆかり様、熊澤靖子様 

 

⑸令和５年度の支部社会貢献活動につて 

▼令和５年度、下記の納税意識の高揚を目的とする事業を行うかどうか。 

①８月 日「鷺宮盆踊り」小・中学生対象の“税金クイズ”の実施（対象：150名）   

②８月 日「鍋横夏祭り」小・中学生対象の“税金クイズ”の実施（対象：200名）   

③８月 日「川島夜店市」小・中学生対象の“税金クイズ”の実施（対象：150名）          

④９月 日「中野氷川神社祭礼」小・中学生対象の“税金クイズ”の実施（対象：100名）        

⑤１０月 日「野方地区まつり」小・中学生対象の“税金クイズ”の実施（ 対 象 ： 150名 ）          

⑦１０月 日「丸山塚子供ﾜｲﾜｲ広場」小・中学生対象の“税金クイズ”の実施（ 対 象 ： 150名 ） 

⑧１１月 日「上高田子供まつり」小・中学生対象の“税金クイズ”の実施（ 対 象 ： 150名 ）  

 

→要請のあったところに応援に行く形式にする。 

 

▼令和５年度、協賛金を出す事業 

①６月及び１１月「薬師駅前美化キャンペーン」協賛（30,000円） 

②１０月 日「東中野地区まつり」協賛のみ（20,000円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【税制税務委員会】 

⑴税制税務委員会関係・重点施策 

①税制改正要望に当たっては、税制のあり方を十分検討した上で、地域企業のニーズを踏まえた要 

望意見を取りまとめ、当会独自の税制改正要望を提出し、全法連が中心となる「税制改正提言」に

協力するとともに、政府および関係官庁に働きかける。 

②国税電子申告・納税システム「e－Tax」並びに「eLTAX」について、税務当局及び関連団体と連携し 

ながら一層の利用向上に努める。当会に於いては、他委員会、特に公益事業委員会と連携し合いな

がら推進に努める。 

③「自主点検チェックシート」の活用を推進し、企業の税務コンプライアンス向上に努める。当会に於い 

ては、他委員会、特に公益事業委員会と連携し合いながら推進に努める。 

④納税意識の高揚を目的とした「税の川柳コンクール」を、より一層推進し地域の社会貢献活動への 

積極的支援に努める。また、公益事業委員会と共催の５回の経営塾を推進する。 

 

⑵委員会の開催 

・７月 日、１１月 日（川柳ｺﾝｸｰﾙ最終審査会）、３月 日 

 

⑶東法連・全法連関係 

①【東法連】 講演会     １０月○○日（○）（於：TKR 市ヶ谷） 

②【全法連】 税制セミナー  ２月○○日（○）（於：ハイアットリージェンシー東京及びＷＥＢ） 

③【東法連】 税制講演会   ３月○○日（○）（於：京王プラザ） 

④【東法連】 局調査部所管法人セミナー 12/○及び 2/○(第 4ブロック対象) 

⑤【東法連】 キッザニア東京 11/11～11/17（於:ららぽーと豊洲内） 

⑥【全法連・東法連】 女性部会：税に関する絵はがきコンクール 2/○(東法連選考会) 

⑦【東法連】 街頭ビジョン税務活動  2/○～2/○新宿駅東口他（都内○ケ所） 

⑧【東法連】 ＪＲ･都営地下鉄：電車内広報活動（ＪＲ：11/○～11/○一部 11/○、地下鉄：2/○～2/○) 

⑨【東法連】 小・中学生に対する租税教育の推進 

⑩【東法連】 「e－Tax eLTAX の推進」「マイナンバー制度の周知」「自主点検チェックシート 

      の普及拡大」「インボイス制度の周知及び登録推進」 

 

⑷令和６年度税制改正の要綱（取りまとめ、中野法人会の取組み） 

①全法連令和６年度税制改正要望取りまとめスケジュールについて 

・10/18 税制改正要望大会に向けて 9/○税制税務委員会連絡協議会で案が決定する。 

②アンケート実施 

・中野法人会理事及び税制税務委員にアンケート依頼し提出期限は、４月２１日迄。 

 

⑸全法連税制改正要望全国大会の開催 



・令和５年 10 月 18 日（木）『第３９回法人会全国大会（群馬大会）』の中で“要望大会”が開催さ 

れる。 

 

⑹令和６年度税制改正の要綱（要望大会終了後の中野法人会の取組み） 

①全法連令和６年度税制改正要望（広報誌“なかの”新年号に掲載予定） 

②中野法人会としては１２月、衆議院議員、酒井区長、議長に要望書を提出予定 

③全法連令和５年度国会議員、地方自治体に対する要望活動一覧（なかの 3/1 号に掲載予定） 

 

⑺公益事業委員会との共催で中野法人会経営塾を開催 

①6/２・6/４ 中野法人会経営塾第一弾（税制改正） 講師：齋藤先生 

②1 1 / ７ 中野法人会経営塾第二弾（年調） 共催：女性部会 講師：中野税務署 

③1 1 / 1 ６ 中 野 法 人 会 経 営 塾 第 三 弾 

演 題：「        」 

講 師：宮川弁護士  会 場：（法人会館及び WEB） 

 ④2 / ７ 中野法人会経営塾第四弾（確定申告）  講師：中野税務署 

⑤2 / 1 ３ 中野法人会経営塾第五弾（事業承継） 講師：齋藤先生 

 

⑻第 12 回税の川柳コンクール募集の件 

①募 集 期 間 7/1～10/31、広報誌 “なかの” 9/1 号に同封する予定 

②審 査 理事、税制委員他 

③最終審査会 12/ 税制税務委員会を開催して行う。  

④作品の発表 広報誌“なかの”新年号に掲載。  

⑤表 彰 1/ 新年賀詞交歓会の席上で実施。  

⑥審 査 要 領 会長賞：１作品、税制税務委員会推薦による会長賞：１作品、優秀賞：５作品 

 

⑼「自主点検チェックシートの活用｣「マイナンバーカード」の推進 

・税制税務委員会及び公益事業委員会が主体で推進。 

 

 

 

 

 

 

 



【広報委員会】 

⑴広報委員会関係・重点施策 

①公益社団法人中野法人会の広報誌“なかの”を通じて、会員への情報提供を一層充実させるととも 

に、会員以外の地域企業および地域社会への広報誌としての位置づけを視野に法人会の認知度 

向上を目指す。 

②広く一般に対しての税の啓発活動を中心とした税情報、社会貢献活動を中心とした地域情報等、 

公益法人としての活動内容の広報に努める。 

③全法連の｢アンケート調査システム｣の新規加入、および回答の返信を通し財政基盤に寄与すると 

ともに、法人会の知名度アップに尽力する。 

 

⑵広報関係強化目標 

・アンケート調査システムの新規獲得の推進並びに回答返信の強化 

 

⑶令和５年度委員会開催予定並びに広報誌“なかの”発行計画 

広報委員会開催予定 

開 催 月 議 題 内容(掲載期間等) 

R5  7月上旬 広報誌“なかの”２４７号⇒ ９月１日号 ４ 月 ～ ７ 月 

R5  9月上旬 広報誌“なかの”２４８号⇒１１月１日号 ８ 月 ～ ９ 月 

R5 11 月上旬 広報誌“なかの”２４９号⇒ １月１日号 １０ 月 ～ １ １ 月 

R6  1 月上旬 広報誌“なかの”２５０号⇒ ３月１日号 １ ２ 月 ～ １ 月 

R6 3月上旬 広報誌“なかの”２５１号⇒ ５月１日号 ２ 月 ～ ３ 月 

 

 

 

 

 



広報誌“なかの”発行計画 

発行年月日 号数 主 な 内 容 

令和 5 年５月１日 246 本部だより（理事会・委員会開催等）、新入会員紹介、支部・部会だより 

令和 5 年 9 月１日 247 第１２回通常総会、特別講演会(健康ｾﾐﾅｰ)、会員増強の為に、支部・部会だより 

令 和 5 年 １ １ 月 １ 日 248 中野税務署の新体制、役員合同会議、支部・部会だより 

令和 6 年 １月 １日 249 年頭所感、新春対談、全国大会及び要望大会、秋の特別講演会、支部・部会だより 

令和 6 年 3 月１日 250 新年賀詞交歓会、署長講演会、行動する法人会、支部・部会だより 

 

 

◆ほ う じ ん 発行回数は年４回(４・７・１０・１月の季刊誌) (全会員に配布) 

◆東法連ニュース 平成１９年度以降Ｅメール配信に変更 (広報委員に配布) 

◆都 税 だ よ り 発行回数年１２回(広報委員に配布)  ◆都税広報ポスター年１２回（法人会館に掲示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【支部・青年部会・女性部会】 

重点施策 

 

一．支部活動は、地域企業にとって最も身近なものであることから、可能な限り、「支部別研修会」「支部 

社会貢献活動」に、より一層の充実を図る。 

感染状況を見ながら、できるところから「支部福利厚生事業」も実施する。 

 

 

一．青年部会、女性部会の活動を活発に展開する。 

親会と連携し、更なる充実を図る。 


